
「地域の拠点病院」について

１ 「小児科・産科医療圏の設定及び医療連携体制の構築」作成の経緯

・ 第５次県保健医療計画（平成20年３月策定）策定にあたり，国から小児科

・産科医療圏における医療資源の集約化・重点化の必要性の検討を行い，そ

の具体策を第５次医療計画に記載するよう通知がなされた（平成17年12月22

日 集約化推進通知）。

・ 上記通知を踏まえ，本県においては平成19年度に「小児科・産科集約化・

重点化検討委員会」を設置し，小児科・産科における医療資源の集約化・重

点化について検討を行い，「小児医療・産科医療に係る医療連携体制の構築に

向けた基本的方針」（以後，基本的方針とする。）を策定。当該基本的方針の

内容を第５次県保健医療計画に記載。

・ 現行の第７次県保健医療計画にも，掲載されている図表「小児・産科医療

圏の設定及び医療連携体制の構築」は，基本的方針の中に掲載されている「小

児科・産科医療圏の設定及び医療連携体制の構築の方向」が元になっている

ものである。

２ 「地域の拠点病院」の定義

基本的方針において，小児科，産科毎に医療機関の分担が以下のように定義

されている。

【小児科】

① 地域の拠点病院

・ 小児専門医療や入院医療などの二次救急医療を提供する。

・ 中長期的には，NICUを備え，常勤の小児科専門医７人以上（薩摩小

児科・産科医療圏については10人以上）の配置を目標とする。

② 一般病院及び診療所

・ 一般の小児医療や初期救急医療を提供する。

【産科】

① 地域の拠点病院

・ ハイリスク分娩に対応し，小児医療や新生児医療を提供する。

・ 中長期的には，NICUを備え，常勤の分娩取扱い医３人以上（薩摩小

児科・産科医療圏については５人以上）の配置を目標とする。

② 一般病院及び診療所

・ 正常分娩や妊婦健診等に対応する。

1

参考資料４



2

第５次県保健医療計画
（H20.3月策定）抜粋



3



4



5



6



7



8



9


